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「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。

9月定例会

子育て支援条例廃止を可決
平成28年度各会計決算を認定
そこが聞きたい!!一般質問
視察の成果を市政に生かします

●９月30日／微笑保育園運動会（梅田）

こさい

だより
「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。



9月
定例会

子
育
て
支
援
条
例
廃
止
な
ど
を
可
決
、

平
成
28
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

　

数
あ
る
事
業
や
制
度
の
中
で
、

当
該
制
度
を
選
択
し
た
背
景
と

し
て
、
優
先
順
位
を
ど
の
よ
う

に
つ
け
て
、
意
思
決
定
に
至
っ

た
の
か
。

　

以
前
か
ら
議
会
や
市
民
か
ら

も
見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
ま
た
、

全
庁
的
な
歳
出
見
直
し
の
中
で
、

こ
の
事
業
は
、
市
独
自
の
施
策
と

し
て
、
全
額
市
の
負
担
で
行
っ
て

お
り
、
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
る
財

源
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
新

た
な
子
育
て
支
援
事
業
実
施
の

た
め
妥
当
と
判
断
し
た
。

　

本
制
度
は
、
市
独
自
の
制
度
で
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
市

長
の
選
挙
公
約
と
照
ら
し
て

も
今
回
の
廃
止
は
納
得
で
き

な
い
。
子
育
て
支
援
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
と
言
っ
て
い

る
が
、
今
あ
る
支
援
策
に
さ
ら

に
上
乗
せ
し
て
こ
そ
幸
福
度

日
本
一
の
湖
西
市
に
な
る
と

考
え
る
。
廃
止
は
、
子
育
て
世

帯
に
負
担
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
少
子
化
対
策
の
後
退
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

議案
番号　

内　

容

52
湖
西
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

53
平
成
29
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に

係
る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

54
湖
西
市
子
育
て
支
援
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

55
湖
西
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

56
湖
西
市
公
共
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

57
湖
西
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

58
平
成
29
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

59
平
成
29
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）

60
平
成
29
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

61
平
成
29
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

62
平
成
29
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
2
号
）

63
平
成
28
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

❖
議
案
一
覧
❖

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

　
「
湖
西
市
子
育
て
支
援
条
例
の
廃
止
」

を
賛
成
多
数
に
て
可
決
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
独
自

の
施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
伴
い
、
子
育
て
支
援
策
を
総
合

的
に
推
進
す
べ
く
、
既
存
事
業
を
整
理

す
る
こ
と
か
ら
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
※
平
成
30
年
3
月
分
手

当
ま
で
支
給（
平
成
30
年
6
月
支
給
）

【
９
月
４
日
】９
月
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
開
議
に
先
立

ち
、
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
及
び

平
成
28
年
度
湖
西
市
財
政
指
標
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。
開
議
後
、
会
期
を
10
月
４
日
ま
で
の
31
日
間
と
決
め
、

市
長
提
出
18
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
１
議
案
を
同
意
、

専
決
処
分
１
議
案
を
承
認
し
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
平
成
28
年
度
一
般
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
９
月
12
日
】５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
13
日
】５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
15
日
】３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
19
日
】議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
条
例
の
廃

止
・
一
部
改
正
・
補
正
予
算
な
ど
７
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
条
例
の
制
定
２
議
案
及
び
平
成
28
年
度
各

会
計
決
算
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
10
月
４
日
】常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た

条
例
の
制
定
及
び
平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
の
計
９
議

案
の
委
員
長
報
告
を
行
い
、
可
決
・
認
定
し
た
。
そ
の
後
、

市
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
1
議

案
、
建
設
環
境
委
員
会
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
意
見
書
１

議
案
を
可
決
し
、
９
月
定
例
会
を
終
了
し
た
。

❖議会の概要

議
案
第
54
号

子
育
て
支
援
条
例
廃
止
を

可
決

本
会
議
で
の
討
論
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（
議
案
第
52
号
）

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
を
原
案
可
決 (

人
事
案
件
の

「
同
意
」、専
決
処
分
の「
承
認
」、決
算
の「
認
定
」を
含
む)

し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
Ｐ
６
を
参
照
。

　

よ
り
長
く
幅
広
く
支
援
で
き

る
よ
う
に
本
条
例
を
廃
止
し
、

今
後
も
子
育
て
支
援
を
充
実

さ
せ
、
湖
西
市
に
住
み
た
い
と

い
う
人
を
増
や
し
た
い
と
い

う
提
案
説
明
に
納
得
し
た
。
児

童
手
当
受
給
中
の
子
育
て
世

代
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

望
む
声
が
一
番
多
く
、
給
食
費

助
成
、
予
防
接
種
の
助
成
が
続

き
、
本
制
度
を
継
続
希
望
し
て

い
る
世
帯
は
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
子
育
て
世
代

の
意
向
に
沿
う
施
策
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
。　

　

平
成
29
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）を
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
し
た
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
予
算
額
は

1
億
2
，
8
9
1
万
5
千
円
増
額
さ
れ
、

64
平
成
28
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

65
平
成
28
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

66
平
成
28
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

67
平
成
28
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

68
平
成
28
年
度
湖
西
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

69
平
成
28
年
度
湖
西
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

70
平
成
29
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

71
道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
措
置

の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

総
額
2
1
4
億
3
，
4
5
6
万
1
千
円

と
な
っ
た
。

【
歳
出
】

●
保
健
衛
生
総
務
費

　

市
立
湖
西
病
院
の
位
置
付
け
と
経

営
状
況
を
診
断
す
る
た
め
、
委
託
料

を
増
額

86
万
４
千
円

●
道
路
新
設
改
良
費

　

浜
名
湖
西
岸
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
の
一
部
で
平
成
30
年
代
半
ば
ま

で
に
使
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
大
倉
戸
茶
屋
松

線
整
備
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、

委
託
料
を
増
額

８
，
４
０
０
万
円

　

湖
西
病
院
の
経
営
状
況
調
査

委
託
の
概
要
は
。

　

湖
西
病
院
を
取
り
巻
く
医
療

環
境
と
現
状
分
析
、
市
立
湖
西
病

院
改
革
プ
ラ
ン
と
の
関
係
、
湖
西

病
院
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を

調
査
委
託
す
る
。
期
間
は
議
決
後
、

契
約
締
結
し
、
今
年
度
末
ま
で
予

定
し
て
い
る
。

　

道
路
改
良
費
委
託
料
8
，

4
0
0
万
円
の
内
容
説
明
を
。

　

大
倉
戸
茶
屋
松
線
設
計
業
務
と

し
て
、
浜
名
バ
イ
パ
ス
大
倉
戸
イ

ン
タ
ー
北
交
差
点
か
ら
浜
名
湖
西

岸
土
地
区
画
整
理
予
定
地
の
道

路
・
平
面
交
差
点
・
取
付
道
路
・

付
帯
構
造
物
の
詳
細
設
計
。
測
量

業
務
と
し
て
、
用
地
測
量
、
路
線

測
量
。
地
質
調
査
・
解
析
業
務
と

し
て
、
軟
弱
地
盤
技
術
解
析
。
物

件
調
査
業
務
と
し
て
、
建
物
調
査
、

擁
壁
等
の
工
作
物
調
査
、
立
竹
木

調
査
を
実
施
す
る
。

❖
教
育
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
と
な
る
飯
田
宣の
り

子こ

氏
の
後

任
と
し
て
田
中
ゆ
か
り
氏（
新
居
町
内

山
）を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

議
案
第
58
号

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

補
正（
第
3
号
）の
主
な
内
容
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
、

認
定
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計
決
算
審

査
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
・
付
託
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審

査
を
行
っ
た
。

竹
内
祐
子

加
藤
弘
己

福
永
桂
子　

菅
沼　

淳

土
屋
和
幸　

高
柳
達
弥

楠　

浩
幸　

佐
原
佳
美

渡
辺　

貢　

吉
田
建
二

荻
野
利
明　

島
田
正
次

馬
場　

衛　

牧
野
考
二

中
村
博
行　

神
谷
里
枝

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
決
算
に
つ
い
て
は
総
務
経

済
委
員
会
に
、
介
護
保
険
・
病
院
事
業

決
算
に
つ
い
て
は
福
祉
教
育
委
員
会
に
、

公
共
下
水
道
・
水
道
事
業
決
算
に
つ
い

て
は
建
設
環
境
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
を
行
っ
た
。

　

市
民
が
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
他
市
へ
納
付
し
た
金
額
は
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利

用
し
た
金
額
と
し
て
8
8
4
万

　
3
千
5
0
0
円
を
把
握
し
て
い

る
。
制
度
不
利
用
の
方
を
含
め
る

と
さ
ら
に
多
く
な
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　

競
艇
事
業
収
入
増
に
よ
り
執

行
で
き
た
事
業
の
説
明
を
。

　

平
成
28
年
度
は
、
衛
生
プ
ラ
ン

ト
の
改
修
事
業
、
新
所
原
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
事
業
、
住
吉
地
区
命

山
整
備
事
業
、
日
ヶ
崎
津
波
避
難

タ
ワ
ー
整
備
事
業
、
は
し
ご
車
整

備
事
業
、
新
居
小
学
校
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
事
業
に
充
当
し
た
。

　

自
治
会
運
営
費
及
び
連
合
会

へ
の
補
助
金
を
支
援
し
て
い
る

中
で
、
自
治
会
の
課
題
は
。

　

　

複
数
の
自
治
体
で
役
員
の
な
り

手
が
不
足
し
て
い
る
。
行
事
中
心

の
町
内
会
運
営
が
役
員
の
負
担

で
あ
る
と
し
て
、
行
事
の
減
少
に

伴
い
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
が
減
少
す
る
こ
と
、
若
い

世
代
が
溶
け
込
め
る
よ
う
な
世

代
間
交
流
の
機
会
が
少
な
い
こ

と
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必

要
と
考
え
る
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
人
の
把
握
と
対
策
は
。

　

生
活
困
窮
者
は
複
合
的
で
複

雑
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

委
員
長

副
委
員
長

委

員

議
案
第
63
号
〜
69
号

平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

■平成28年度各会計決算 （単位：円）

会計区分 決算額
歳　入 歳　出

一般会計 22,351,521,518 21,237,799,555

特別会計

国民健康保険事業 6,966,253,998 6,464,290,683
介護保険事業 3,801,641,794 3,571,517,502
後期高齢者医療事業 574,517,595 573,637,549
公共下水道事業 1,568,412,265 1,474,085,813

企業会計

水道事業

収益的収入 収益的支出
1,252,146,765 1,074,063,087

資本的収入 資本的支出
8,161,807 394,137,095

病院事業

収益的収入 収益的支出
3,436,471,695 3,432,539,674

資本的収入 資本的支出
410,426,400 455,839,165

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
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が
少
な
く
な
い
た
め
、
該
当
世
帯

を
取
り
巻
く
人
々
の
情
報
提
供

が
重
要
で
あ
る
。
庁
内
関
係
部
署

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
制
度
の
周

知
や
協
力
要
請
を
し
、
各
種
相
談

に
て
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
事

由
が
あ
れ
ば
、
担
当
課
窓
口
へ
の

案
内
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

し
尿
収
集
運
搬
委
託
料
の
精

査
状
況
は
。

　

委
託
料
の
算
出
は
、
県
環
境
整

備
事
業
協
同
組
合
の
一
般
廃
棄

物
し
尿
清
掃
料
金
基
準
原
価
計

算
書
方
式
を
も
と
に
、
人
件
費
や

法
定
福
利
費
な
ど
は
市
職
員
に

準
じ
た
単
価
で
毎
年
見
直
し
を

行
い
、
収
集
量
や
作
業
実
態
な
ど

と
照
合
し
精
査
し
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
人
材
交
流
事
業

の
就
職
者
数
に
対
す
る
評
価
は
。

ま
た
、
事
業
の
特
性
は
。

　

目
標
就
職
者
24
人
に
対
し
て

実
績
は
14
人
で
あ
っ
た
。
少
な
い

担
当
者
や
定
年
後
も
再
就
職
さ

れ
る
方
も
多
い
な
ど
の
現
状
か
ら
、

良
い
数
字
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
事
業
の
特
性
と
し
て
は
、

求
人
企
業
と
求
職
者
の
情
報
を
把

握
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る

こ
と
。
企
業
見
学
や
面
談
の
日
程

調
整
ま
で
関
わ
っ
て
い
け
る
、
就

職
後
も
人
や
会
社
に
対
し
て
フ
ォ

ロ
ー
が
で
き
る
な
ど
き
め
細
か

な
対
応
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

畜
産
臭
気
対
策
事
業
へ
の
補

助
2
6
9
万
9
千
円
の
内
容
及

び
消
臭
剤
の
効
果
は
。

　

補
助
内
容
は
、
畜
舎
の
密
閉
化

１
件
46
万
8
0
0
円
、
脱
臭
装
置

設
置
3
件
42
万
3
千
7
7
7
円
、

消
臭
飼
料
・
消
臭
剤
購
入
23
件

1
8
1
万
4
千
52
円
で
あ
る
。
消

臭
剤
の
効
果
と
し
て
臭
気
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
結
果
は
、
平
成
27
年

度
に
比
べ
28
年
度
は
臭
う
と
感

じ
る
件
数
が
減
っ
て
い
る
な
ど

で
あ
る
が
、
ま
だ
実
験
段
階
の
た

め
、
効
果
的
な
噴
霧
方
法
な
ど
を

製
造
元
と
相
談
し
て
い
る
。

　

女
河
浦
海
水
浴
場
の
平
成
28

年
度
利
用
者
数
は
。
ま
た
、
前
年

度
比
の
増
減
及
び
そ
の
要
因
は
。

　

平
成
28
年
度
利
用
者
数
は

5
，
9
0
3
人
、
前
年
度
は
4
，

4
9
6
人
で
あ
り
1
，
4
0
7
人

の
増
で
あ
っ
た
。
増
加
し
た
要
因

は
、
前
年
度
よ
り
開
場
日
数
が
１

日
多
か
っ
た
こ
と
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
や
、
28
年
度
に
市
が
新

た
に
無
料
駐
車
場
を
開
放
し
た

こ
と
な
ど
が
影
響
し
た
と
考
え
る
。

　

消
防
団
の
建
物
火
災
に
よ
る

出
動
件
数
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

　

消
防
団
員
の
出
動
件
数
は
増

え
て
い
る
が
、
過
去
10
年
間
の
火

災
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
た

き
火
な
ど
に
よ
る
火
災
要
因
は

減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
建
物
火

災
は
横
ば
い
で
あ
る
。
近
年
の
建

物
構
造
が
高
気
密
で
防
火
性
能

も
向
上
し
て
い
る
た
め
、
周
囲
の

建
物
へ
の
延
焼
は
防
火
で
き
る

も
の
の
、
鎮
圧
ま
で
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。

　

生
活
困
窮
家
庭
へ
就
学
に
必

要
な
費
用
を
支
給
し
て
い
る
が
、

内
容
は
。

　

新
入
学
用
品
費
、
学
用
品
費
、

通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
給
食
費
、
医
療
費
を

国
の
基
準
単
価
を
準
用
し
て
支

給
し
て
い
る
。
支
給
認
定
は
、
当

年
度
の
本
課
税
が
終
了
直
後
の

６
月
中
旬
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

支
給
時
期
は
学
期
末
の
７
月
、
12

月
、
３
月
の
３
回
で
あ
る
。

▲女河浦海水浴場
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▲わんぱくランド

▲浜名湖観光圏
　ロゴマーク

わんぱくランドを地域活性化に結び付けサポートを
する選択肢は▲ ▲ ▲

民間活力の導入などさまざまな検討を行い、観光拠点としての今後の計画を作っていきたい

島田 正次

湖西市が取り組む、中長期的な観光事業の考えを伺う▲ ▲ ▲

年間観光交流客数の増加を目標に、観光資源の発掘、ウェブサイトなどでの情報発信などに取り組んでいる

　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般にわたり、事務の
執行状況や将来の方針について所信をただし、あるいは報告・
説明を求めるもので、定例会に限って行われます。
　今9月定例会では、13人の議員が一般質問を行いました。

湖西市公式サイト

http://www.city.kosai.shizuoka.jp/
湖西市ＨＰ 湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（YouTubeへ）

ウェブサイトで本会議の映像を見ることが
できます。

●交流人口（観光客）増加による地域活
性化について

　新居弁天わんぱくランドを地域活性化
に結び付けサポートする選択肢はないか。

　現在のわんぱくランドを含めて、民間活
力の導入などさまざまな検討を行い、一年
を通じこのエリアで利用、集客ができるよ
う、観光関係者や地域の皆様とも相談し
て、観光拠点としての今後の計画を作っ
ていきたいと考えている。

●熱中症対策について

　幼稚園、保育園、小中学校などへ熱中症情報、
対応方法、対策などをどのように周知しているか。

　環境省発行の熱中症環境保健マニュア
ルを基に、職員研修を実施するよう指示して
いる。市防災ほっとメールなどにより情報収集
し、気温・湿度の環境条件や園児・児童生徒
の体調に配慮して、防止に努めている。登
園・登校の際にはこまめな水分補給、教室で
は扇風機の活用、保健便りや校内放送での
呼びかけをしている。

●湖西市観光事業の中長期的な計画について

　湖西市が取り組む、中長期的な観光
事業の考えを伺う。

　「湖西市観光基本計画」のもと年間観光交流客
数の増加を目標に、観光資源の発掘、ウェブサイトな
どでの情報発信、人材育成などに取り組んでいる。
　浜松市と連携した浜名湖観光圏として、海の湖・
浜名湖の特色を生かしたブランド化やサイクリング
事業、観光商品づくりなどを行うＤＭＯの設立を進め
ている。今後開催される東京オリンピック・パラリン
ピックなども、国内外への市の魅力発信の場として
考えている。

●湖西市地域防災計画における、防災・減災対
策の進捗について

　旧新居町の焼却場跡地を防災公園とし
て活用する考えがあったが、今後の計画は。

　内山地区防災公園として平成27年3月
に実施設計を行った。災害時には避難者
のテント設営場所や仮設住宅用地などの
利用が見込まれるが、財政状況の厳しい
現在、まずは命を守るための施設として、命
山の建設をはじめとする津波避難施設空
白域の解消を最優先で実施している。

馬場　衛

【ＤＭＯ（Destination Management ／ Marketing Organization）とは】
　新しい観光協会のあり方として、観光客を受け入れるだけでなく、地域で着地型旅行商品をつくるなど、
観光客に訪れてもらうための戦略を考え、実施する組織 ※「○」は賛成、「●」は反対。　※議長（二橋益良）は採決に加わらない。

賛否が分かれた議案一覧表

議案番号・議案名
結　

果

福
永 

桂
子

菅
沼 　

淳

土
屋 

和
幸

高
柳 

達
弥

楠　

 

浩
幸

佐
原 

佳
美

渡
辺 　

貢

吉
田 

建
二

加
藤 

弘
己

竹
内 

祐
子

荻
野 

利
明

豊
田 

一
仁

島
田 

正
次

馬
場 　

衛

牧
野 

考
二

中
村 

博
行

神
谷 

里
枝

二
橋 

益
良

議案第54号
湖西市子育て支援条例を廃止する
条例制定について

可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第63号
平成28年度湖西市一般会計歳入
歳出決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第64号
平成28年度湖西市国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第69号
平成28年度湖西市病院事業会計
決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －

意見書議決の結果

道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置の継続に関する
意見書を可決

議案第71号

（要約）道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（以下、道路財特法）の規

定による補助率等のかさ上げ措置が平成29年度末で終了し、平成30年度から補助率等

が低減された場合、地方の財政負担が増加するため、道路整備の推進と地方創生に大き

な影響が及ぶこととなる。

　よって、国には長期的かつ安定的な道路予算の確保はもとより、道路財特法の補助率

等のかさ上げ措置が据え置かれるよう現行制度を平成30年度以降も継続することを強

く要望する。

※あて先…内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、衆議院議長、参議院議長

6◦◦◦こさい議会だより 〈意見書議決の結果・賛否が分かれた議案一覧表〉 



▲わんぱくランド

▲浜名湖観光圏
　ロゴマーク

わんぱくランドを地域活性化に結び付けサポートを
する選択肢は▲ ▲ ▲

民間活力の導入などさまざまな検討を行い、観光拠点としての今後の計画を作っていきたい

島田 正次

湖西市が取り組む、中長期的な観光事業の考えを伺う▲ ▲ ▲

年間観光交流客数の増加を目標に、観光資源の発掘、ウェブサイトなどでの情報発信などに取り組んでいる

　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般にわたり、事務の
執行状況や将来の方針について所信をただし、あるいは報告・
説明を求めるもので、定例会に限って行われます。
　今9月定例会では、13人の議員が一般質問を行いました。

湖西市公式サイト

http://www.city.kosai.shizuoka.jp/
湖西市ＨＰ 湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（YouTubeへ）

ウェブサイトで本会議の映像を見ることが
できます。

●交流人口（観光客）増加による地域活
性化について

　新居弁天わんぱくランドを地域活性化
に結び付けサポートする選択肢はないか。

　現在のわんぱくランドを含めて、民間活
力の導入などさまざまな検討を行い、一年
を通じこのエリアで利用、集客ができるよ
う、観光関係者や地域の皆様とも相談し
て、観光拠点としての今後の計画を作っ
ていきたいと考えている。

●熱中症対策について

　幼稚園、保育園、小中学校などへ熱中症情報、
対応方法、対策などをどのように周知しているか。

　環境省発行の熱中症環境保健マニュア
ルを基に、職員研修を実施するよう指示して
いる。市防災ほっとメールなどにより情報収集
し、気温・湿度の環境条件や園児・児童生徒
の体調に配慮して、防止に努めている。登
園・登校の際にはこまめな水分補給、教室で
は扇風機の活用、保健便りや校内放送での
呼びかけをしている。

●湖西市観光事業の中長期的な計画について

　湖西市が取り組む、中長期的な観光
事業の考えを伺う。

　「湖西市観光基本計画」のもと年間観光交流客
数の増加を目標に、観光資源の発掘、ウェブサイトな
どでの情報発信、人材育成などに取り組んでいる。
　浜松市と連携した浜名湖観光圏として、海の湖・
浜名湖の特色を生かしたブランド化やサイクリング
事業、観光商品づくりなどを行うＤＭＯの設立を進め
ている。今後開催される東京オリンピック・パラリン
ピックなども、国内外への市の魅力発信の場として
考えている。

●湖西市地域防災計画における、防災・減災対
策の進捗について

　旧新居町の焼却場跡地を防災公園とし
て活用する考えがあったが、今後の計画は。

　内山地区防災公園として平成27年3月
に実施設計を行った。災害時には避難者
のテント設営場所や仮設住宅用地などの
利用が見込まれるが、財政状況の厳しい
現在、まずは命を守るための施設として、命
山の建設をはじめとする津波避難施設空
白域の解消を最優先で実施している。

馬場　衛

【ＤＭＯ（Destination Management ／ Marketing Organization）とは】
　新しい観光協会のあり方として、観光客を受け入れるだけでなく、地域で着地型旅行商品をつくるなど、
観光客に訪れてもらうための戦略を考え、実施する組織

7 ◦◦◦こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



虐待通報を受けた場合の対応について協議されているか▲ ▲ ▲

法律に基づいたマニュアルに沿って対応している

土屋 和幸

今後の産業構造変化の影響予測により、市をどのように導こうとしているか▲ ▲ ▲

今ある企業・産業を大切に守っていくとともに今後の支援策の検討などを進めていきたい

楠　浩幸

高齢者バス利用料金助成事業をタクシーにも利用拡大できないか▲ ▲ ▲

関係機関などとの協議などを行い、具体的な検討を進めていく

スペイン代表卓球チームの事前合宿を観光へつなげる戦略は▲ ▲ ▲

関係者やマスメディアを通じ、国内外にＰＲできると考える

竹内 祐子

勧告・指示発令時の意識啓発やＰＲ方法を見直す考えは▲ ▲ ▲

実地の避難訓練地域の拡大とともに、さまざまな機会を捉えた啓発に努めていきたい

渡辺　貢

防犯灯をＬＥＤ化した際、電気料とCO₂はどのくらい
削減できるか▲ ▲ ▲

年間で電気料金は約610万円、CO₂は約72トンの削減が見込まれる

福永 桂子

●湖西市人口ビジョンまち・ひと・しごと
創生総合戦略の進捗について

　市の産業構造が大きく変わろうとしている。
その影響をどのように予測し、産業政策の観
点から市をどのように導こうとしているのか。

　自動車関連製造業は新製品への転換の
検討が必要となったり、電池などの関連事業
の需要が期待されたりと、さまざまな点で、市の
産業に大きく影響してくるものと考えている。
　静岡大学浜松キャンパス内フォトンバレー
センターにて、新たな産業の創出や、光・電子
技術の利活用のための企業支援を進めてい

る。また、浜松地域イノベーション推進機構で
も、企業や事業所の人材づくり、新分野への
参入、事業の転換、企業の経営支援など、静
岡県と西部地域の8市町が連携して事業を
行っている。
　今ある企業・産業は大切に守っていくととも
に、企業訪問などを通じて企業の現状やニー
ズなどを聞き、新分野への転換を考える企業
へは、支援機関へのコーディネートを行うほか、
関係機関と共に今後の支援策の検討などを
進めていきたい。

●人口減少、高齢化社会に対応する移
動手段の確保について

　高齢者バス利用料金助成事業で発
行する助成券をタクシーにも利用拡大で
きないか。

　この事業の目的は、高齢者の経済的負担
の軽減と社会活動の促進を図ることである
が、高齢者を取り巻く交通事情の変化や助
成券利用者からのタクシー利用拡大の要望
もあることから、事業の見直しに着手してい
る。今後は高齢者からの意見聴取や関係機
関などとの協議などを行い、タクシー利用の
導入に向けた具体的な検討を進めていく。

　交通施策における高齢者対策は最重要
で早急に取り組むべきと考えるが、市長の
考えは。

　運転免許を持たない方には、湖西市におけ
る交通環境は大変不便であると認識している。
現在、高齢者施策として、バス利用料金助成
と運転免許証自主返納者へ２年間バス無料
券を交付しているが、高齢者バス利用料金助
成券のタクシー利用の拡大に加え、地域公共
交通空白地域の解消のため、デマンド型交通
の早期導入に向け実証実験を検討している。

●ひとが育つまちづくりにつながる東京
2020オリンピック卓球チームの事前合
宿について

　スペイン代表卓球チームの事前合宿
を観光へつなげる考えだが、その戦略は。

　スペイン代表卓球チームの選手・関係
者、またマスメディアを通じて、湖西市を国
内外にＰＲできることは、知名度の向上に
つながると思う。また、今回のような外国人
受け入れや交流の経験が海外からの観
光客受け入れにも役に立つと考える。

●競艇事業収入について

　モーターボート事業について、今後どの
ように関わっていくのか。

　ボートレース浜名湖は大衆レジャーの
場であるとともに、地域にとっては重要な
雇用の場であり、また売上金は市の財政
にも大きく貢献している。今後もボートレー
ス浜名湖が主催するイベントやレースへ
の集客ＰＲ、ふるさと納税のお礼の品のタ
イアップなど、最大限に協力していきたい。

●防犯灯のＬＥＤ化事業について

　市内すべての防犯灯のＬＥＤ化で電気
料とCO₂は年間どのくらい削減できる
か。また今後の事業計画は。

　市内の全防犯灯をＬＥＤ化した場合、
年間で電気料金は約610万円、CO₂は
約72トンの削減が見込まれる。早期に設
置可能な手法を検討し、一斉にＬＥＤ化を
進めることを考えている。早ければ平成30
年度中には着手したい。

●「公共施設再配置計画」と「教育施設地域拠点構想」について

　公共施設20％縮減目標をすべての個
別施設の計画に適用するべきではない。
計画の進展方法は。

　公共施設再配置計画は既存建物の今後の
方向性を決めるため各施設を評価し、複合化・
廃止などの方針を示しており、全施設に20％縮
減を適用する考えではない。再配置の推進にお
いては、すでに説明会を開催したが、今後も市民
の意見を聴取し、平成30年３月には各施設の方
向性を具体的に示す個別計画を策定していく。

●高齢者・障害者への虐待に対しての
対応について

　高齢者・障害者に対する虐待通報を
受けた場合、速やかな安全確認、事実確
認、対応について協議されているのか。

　高齢者虐待は、「高齢者虐待防止法」に
基づいたマニュアルに沿った対応をしてい
る。通報を受けた場合は、速やかな事実確認
と関係者による会議、必要に応じ、虐待対応
計画の作成、ケース会議などを地域包括支
援センターや関係者と協力しながら対応して
いる。障害者虐待は「障害者虐待防止法」

に基づき、国のマニュアルに沿って、虐待の
防止と解消に向けた対応に努めている。

　虐待防止相談窓口について、市民へ
の周知はどのようにされているか。

　高齢者虐待においては、市と地域包括
支援センターの協力対応となるため、福祉
関係者や介護事業者などへ連絡している。
また、障害者虐待の窓口については、市の
ウェブサイトへ掲載しているが、今後は、市
内の事業所などへの周知を図っていきたい
と考えている。

●「集中豪雨」や「局地的な大雨」による人
的な被災防止に向けた対応策について

　行政が勧告・指示を発令した場合の日頃の意
識啓発やＰＲ方法について見直す考えはないか。

　自治会長や自主防災会長に情報伝達
訓練を実施している。29年度は、区域内
の住民対象の避難訓練が実施された地
区もある。また、地域防災指導員や市職
員による出前講座でも、模型などを用いて
積極的に土砂災害に対する備えを啓発し
ている。今後、実地の避難訓練地域の拡
大とともに、さまざまな機会を捉えた啓発に
努めていきたい。

●市内の警察施設整備計画について

　湖西署の新築移転計画について、新しい
情報を把握しているか。

　県の平成29年度当初予算公表の中
で、市民会館跡地を移転候補地の第一候
補地として測量経費が計上されたことは承
知している。その後、6月には測量調査を行
う旨の連絡を受け、8月には県警からの依頼
により、境界立会いを行った。現在のところ、
それ以上の情報は把握していない。

▲LED防犯灯が
　整備された住宅街

その他の質問 ●空き家・空き地対策について

※その後、湖西署移転先として市民会館跡地の土地を
購入するための補正予算が県議会９月定例会にて
可決された。

神谷 里枝

【デマンド型交通とは】　利用者の要求に対応し
て自宅から目的地まで運行する交通形態のこと。

▲コーちゃんバス

▲スペイン代表卓球チームとの
    国際交流親善試合
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虐待通報を受けた場合の対応について協議されているか▲ ▲ ▲

法律に基づいたマニュアルに沿って対応している

土屋 和幸

今後の産業構造変化の影響予測により、市をどのように導こうとしているか▲ ▲ ▲

今ある企業・産業を大切に守っていくとともに今後の支援策の検討などを進めていきたい

楠　浩幸

高齢者バス利用料金助成事業をタクシーにも利用拡大できないか▲ ▲ ▲

関係機関などとの協議などを行い、具体的な検討を進めていく

スペイン代表卓球チームの事前合宿を観光へつなげる戦略は▲ ▲ ▲

関係者やマスメディアを通じ、国内外にＰＲできると考える

竹内 祐子

勧告・指示発令時の意識啓発やＰＲ方法を見直す考えは▲ ▲ ▲

実地の避難訓練地域の拡大とともに、さまざまな機会を捉えた啓発に努めていきたい

渡辺　貢

防犯灯をＬＥＤ化した際、電気料とCO₂はどのくらい
削減できるか▲ ▲ ▲

年間で電気料金は約610万円、CO₂は約72トンの削減が見込まれる

福永 桂子

●湖西市人口ビジョンまち・ひと・しごと
創生総合戦略の進捗について

　市の産業構造が大きく変わろうとしている。
その影響をどのように予測し、産業政策の観
点から市をどのように導こうとしているのか。

　自動車関連製造業は新製品への転換の
検討が必要となったり、電池などの関連事業
の需要が期待されたりと、さまざまな点で、市の
産業に大きく影響してくるものと考えている。
　静岡大学浜松キャンパス内フォトンバレー
センターにて、新たな産業の創出や、光・電子
技術の利活用のための企業支援を進めてい

る。また、浜松地域イノベーション推進機構で
も、企業や事業所の人材づくり、新分野への
参入、事業の転換、企業の経営支援など、静
岡県と西部地域の8市町が連携して事業を
行っている。
　今ある企業・産業は大切に守っていくととも
に、企業訪問などを通じて企業の現状やニー
ズなどを聞き、新分野への転換を考える企業
へは、支援機関へのコーディネートを行うほか、
関係機関と共に今後の支援策の検討などを
進めていきたい。

●人口減少、高齢化社会に対応する移
動手段の確保について

　高齢者バス利用料金助成事業で発
行する助成券をタクシーにも利用拡大で
きないか。

　この事業の目的は、高齢者の経済的負担
の軽減と社会活動の促進を図ることである
が、高齢者を取り巻く交通事情の変化や助
成券利用者からのタクシー利用拡大の要望
もあることから、事業の見直しに着手してい
る。今後は高齢者からの意見聴取や関係機
関などとの協議などを行い、タクシー利用の
導入に向けた具体的な検討を進めていく。

　交通施策における高齢者対策は最重要
で早急に取り組むべきと考えるが、市長の
考えは。

　運転免許を持たない方には、湖西市におけ
る交通環境は大変不便であると認識している。
現在、高齢者施策として、バス利用料金助成
と運転免許証自主返納者へ２年間バス無料
券を交付しているが、高齢者バス利用料金助
成券のタクシー利用の拡大に加え、地域公共
交通空白地域の解消のため、デマンド型交通
の早期導入に向け実証実験を検討している。

●ひとが育つまちづくりにつながる東京
2020オリンピック卓球チームの事前合
宿について

　スペイン代表卓球チームの事前合宿
を観光へつなげる考えだが、その戦略は。

　スペイン代表卓球チームの選手・関係
者、またマスメディアを通じて、湖西市を国
内外にＰＲできることは、知名度の向上に
つながると思う。また、今回のような外国人
受け入れや交流の経験が海外からの観
光客受け入れにも役に立つと考える。

●競艇事業収入について

　モーターボート事業について、今後どの
ように関わっていくのか。

　ボートレース浜名湖は大衆レジャーの
場であるとともに、地域にとっては重要な
雇用の場であり、また売上金は市の財政
にも大きく貢献している。今後もボートレー
ス浜名湖が主催するイベントやレースへ
の集客ＰＲ、ふるさと納税のお礼の品のタ
イアップなど、最大限に協力していきたい。

●防犯灯のＬＥＤ化事業について

　市内すべての防犯灯のＬＥＤ化で電気
料とCO₂は年間どのくらい削減できる
か。また今後の事業計画は。

　市内の全防犯灯をＬＥＤ化した場合、
年間で電気料金は約610万円、CO₂は
約72トンの削減が見込まれる。早期に設
置可能な手法を検討し、一斉にＬＥＤ化を
進めることを考えている。早ければ平成30
年度中には着手したい。

●「公共施設再配置計画」と「教育施設地域拠点構想」について

　公共施設20％縮減目標をすべての個
別施設の計画に適用するべきではない。
計画の進展方法は。

　公共施設再配置計画は既存建物の今後の
方向性を決めるため各施設を評価し、複合化・
廃止などの方針を示しており、全施設に20％縮
減を適用する考えではない。再配置の推進にお
いては、すでに説明会を開催したが、今後も市民
の意見を聴取し、平成30年３月には各施設の方
向性を具体的に示す個別計画を策定していく。

●高齢者・障害者への虐待に対しての
対応について

　高齢者・障害者に対する虐待通報を
受けた場合、速やかな安全確認、事実確
認、対応について協議されているのか。

　高齢者虐待は、「高齢者虐待防止法」に
基づいたマニュアルに沿った対応をしてい
る。通報を受けた場合は、速やかな事実確認
と関係者による会議、必要に応じ、虐待対応
計画の作成、ケース会議などを地域包括支
援センターや関係者と協力しながら対応して
いる。障害者虐待は「障害者虐待防止法」

に基づき、国のマニュアルに沿って、虐待の
防止と解消に向けた対応に努めている。

　虐待防止相談窓口について、市民へ
の周知はどのようにされているか。

　高齢者虐待においては、市と地域包括
支援センターの協力対応となるため、福祉
関係者や介護事業者などへ連絡している。
また、障害者虐待の窓口については、市の
ウェブサイトへ掲載しているが、今後は、市
内の事業所などへの周知を図っていきたい
と考えている。

●「集中豪雨」や「局地的な大雨」による人
的な被災防止に向けた対応策について

　行政が勧告・指示を発令した場合の日頃の意
識啓発やＰＲ方法について見直す考えはないか。

　自治会長や自主防災会長に情報伝達
訓練を実施している。29年度は、区域内
の住民対象の避難訓練が実施された地
区もある。また、地域防災指導員や市職
員による出前講座でも、模型などを用いて
積極的に土砂災害に対する備えを啓発し
ている。今後、実地の避難訓練地域の拡
大とともに、さまざまな機会を捉えた啓発に
努めていきたい。

●市内の警察施設整備計画について

　湖西署の新築移転計画について、新しい
情報を把握しているか。

　県の平成29年度当初予算公表の中
で、市民会館跡地を移転候補地の第一候
補地として測量経費が計上されたことは承
知している。その後、6月には測量調査を行
う旨の連絡を受け、8月には県警からの依頼
により、境界立会いを行った。現在のところ、
それ以上の情報は把握していない。

▲LED防犯灯が
　整備された住宅街

その他の質問 ●空き家・空き地対策について

※その後、湖西署移転先として市民会館跡地の土地を
購入するための補正予算が県議会９月定例会にて
可決された。

神谷 里枝

【デマンド型交通とは】　利用者の要求に対応し
て自宅から目的地まで運行する交通形態のこと。

▲コーちゃんバス

▲スペイン代表卓球チームとの
    国際交流親善試合
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自動車産業の次の産業への取り組みの考えはあるか▲ ▲ ▲

市内企業の状況や要望を調査し支援策を検討したい

県助産師会と災害時の連携協定を結んでは▲ ▲ ▲

県助産師会との協定の締結を連絡調整していきたい
市内子ども会の課題はあるか▲ ▲ ▲

少子化による会員数の減少が懸念される

災害時の動物救護体制について計画はあるか▲ ▲ ▲

ペットとの同行避難について定めた計画を策定済みである

荻野 利明

市内主要道路の整備状況は▲ ▲ ▲

都市計画道路は約68％、市内幹線道路は約48％整備済みである

●災害時の妊産婦や乳幼児、障がい者
等要配慮者への支援について

　静岡県助産師会と災害時の体制につ
いて協議して連携協定を結んではどうか。

　現在、県内市町では、災害時の医療救
護活動における専門職の派遣要請を「ふ
じのくに防災情報共有システム（ＦＵＪＩＳＡ
Ｎ）」を用いて行っている。今後は県と静岡
県助産師会の動向を注視するとともに、
県助産師会との協定の締結について連
絡調整をしていきたい。

　ヘルプカードを導入し、市民に要配
慮者への理解を促し、助け合いのツー
ルとしてはいかがか。

　ヘルプカードは、障害のある方が周囲
に援助を求めやすくするツールとして非
常に有効であるものと認識している。しか
し、その意義が広く地域住民に理解され
ることが重要であり、広域的な取り組み
が必要であると考えるため、導入は県の
動向を見ながら対応していきたい。

●青少年健全育成の更なる推進に向けて

　市内の子ども会の団体数や加入状況、
活動内容などの実情は。課題はあるか。

　地区子ども会が12あり、その中に77の
単位子ども会が組織され、会員数は2,946
人である。単位子ども会では各地区でレク
リエーション活動や奉仕活動など地域に密
着した活動を行っており、子ども会連合会
では子どもフェスタの開催や子ども会活動
報告会を実施している。課題は少子化によ
る会員数の減少が懸念されることである。

　青少年の健全育成推進には、学校・
家庭・地域の連携が重要であるが、学校
においてはどのような取り組みをしてい
るか。

　小中学校では地域における教育課題
を共有し、解決するため地域の方を招き
教育懇談会・教育連絡協議会を開催し
たり、学校行事にご招待したり、子どもた
ちを地域の行事や活動に参加させること
で交流を深めるとともに、登下校指導・あ
いさつ運動に参加していただいている。

●災害時の動物救護について

　ペットは飼い主にとって家族同様の
存在であるが、災害時の動物救護体制
について計画は策定されているのか。

　湖西市地域防災計画の中で「愛玩動
物救護計画」を策定済みであり、飼い主
などの身の安全確保を第一としたうえで、
ペットとの同行避難に努めるよう定めてい
る。避難所での飼育エリアなど、具体的な
救護体制については避難所ごとに作成
するよう依頼する。

●市長の選挙公約について

　「いのちを守る、防災対策」と公約して
いるが、一人の犠牲者も出さないための
具体的な対策について伺う。

　現在、津波避難施設空白域を解消す
るため、命山や津波避難タワーの整備を
進めている。合わせて逃げ遅れによる被
害を防止するため夜間防災訓練などを通
じて啓発している。
　また、耐震補強や家具転倒防止につ
いても啓発を進めていく。

●湖西市における今後の産業の進み方
について

　自動車産業の次の産業として、航空・
宇宙産業も手がけていくべきと考える
が、他にも２つ３つ先がけて積極的に取
り組んでいく考えはあるか。

　次世代産業への移行、新分野への転
換などについて、市内企業の状況や要望
を調査し、産業振興のための支援策など
について関係機関と検討していきたい。あ
わせて先進企業の誘致のため、浜名湖西
岸土地区画整理事業を推進していく。

　少人数の会社であってもこれまで市
に貢献しており、見捨てることはできない
と思うが、市としての考え方は。

　今後、技術の高度化や他分野への進
出など、転換を余儀なくされる企業もあると
予想される。企業訪問などを通じて現状や
ニーズを確認し、支援制度や支援窓口の
紹介のほか、今後の支援策の検討などを
関係機関とともに進める。

●湖西市の道路整備促進について

　都市計画道路の主要路線及び市内
幹線道路などの整備状況と事業計画
の状況は。

　都市計画道路は、市内に29路線、総
延長が59,650ｍあり、このうち約68％の
40,770ｍが平成28年度末時点で整備
済みである。また、道路法に基づく市道に
ついては、都市計画道路と重複した区間
を含め、改良済み区間の延長は平成28

年度末時点で約48％の319kmとなっ
た。現在、実施計画に基づく事業中の箇
所は、新所原笠子線、新所原駅嵩山線、
鷲津駅谷上線、大倉戸茶屋松線の４路
線４区間で、事業区間の総延長は2,490
ｍである。
　これらの平成28年度末時点における
進捗状況は、事業費ベースで約３％となっ
ており、予定している事業完了年度に向
け、着実に事業を推進していきたい。その他の質問 ●中学校学習指導要領の改訂に伴う、銃剣道授業の導入について

▲ヘルプカードイメージ図

吉田 建二 佐原 佳美

高柳 達弥

牧野 考二
10月５日

▲愛知県田原市にて

広報広聴特別委員会
タブレットの活用などの先進的な取り組みを学び、当市議会のICT活用
推進のための参考としたい
●視察先：愛知県田原市　●目的：議会ICT化推進について

 田原市　会議関連資料が電子データ化され、現在は全議員が会議
にタブレットを持ち込んでいる。結果、従前よりも円滑な議会運営が
行われ、印刷紙や事務量の軽減にも繋がっていた。今後調査研究を
深め、当市議会においてもICT活用に向け推進していきたい。

　より良い湖西市を目指して、先進的な
取り組みを行っている他自治体へ視察を
行いましたので、報告いたします。

視察の成果を
市政に生かします

【ICTとは】パソコンやインターネットを使った情報処理や通信技術のこと。

10◦◦◦こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉 
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予定が変わることもありますので、議会事務局へお問い合わせください。

　酷暑の夏も過ぎ、虫の音とともに涼風ただよう季節となりました。
　９月定例会においては、平成28年度の決算認定や補正予算、各議員による一般質問
等を行いましたので、その質問、審議内容そして、議決状況を掲載しました。
　議会だよりは、議会と市民の皆様を結ぶ懸け橋として議会活動を分かりやすく、丁寧に
お伝えするため委員一同、紙面の充実に努めています。ご覧いただき、ご意見ご感想をお
寄せください。

（高柳 達弥）

湖西市議会HPも
ご覧ください

湖西市議会政務活動費に関する書類を、つぎのとおり閲覧することができます。

閲覧日時　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで（土日、祝日、年末年始を除く） 
場　　所　湖西市議会事務局（市役所３階）
対　　象　収支報告書などの写しや主要な調査研究活動の内容を記載した書類など

政務活動費の
報告について

※議員ごとの収支報告の概要は、市ウェブサイトへ掲載しています。

●どなたでも傍聴できます。

●当日、市役所３階議会事務局へお越し
ください。

●予定が変わることもあります。事前に
議会事務局（TEL.053-576-4791）へ
お気軽にお問い合わせください。

本会議の一般質問が、浜松ケーブルテレビ「チャンネル・ウィン
ディ」で放映されます。

本会議のインターネット放送（生中継・録画）を市のウェブサイト
からご覧になれます。

1月31日

◎二橋 益良　○竹内 祐子
　福永 桂子　　菅沼 　淳
　土屋 和幸　　高柳 達弥
　加藤 弘己　　島田 正次

11月 21日 （火） 10：00～ 本会議第１日
12月 ４日 （月） 10：00～ 本会議第２日（一般質問）
 ５日 （火） 10：00～ 本会議第３日（一般質問）
 ６日 （水） 10：00～ 本会議第４日（一般質問）
 ８日 （金） 10：00～ 本会議第５日
 12日 （火） 10：00～ 総務経済委員会
 13日 （水） 10：00～ 福祉教育委員会
 14日 （木） 10：00～ 建設環境委員会
 18日 （月） 10：00～ 本会議第６日

議会だよりを
スマホでも！

❶右のＱＲコードからアクセス
❷「マチイロ」をダウンロード
❸個人設定→お住まいの地域
　を「湖西市」に設定

「マチイロ」を使えば、「こさい議会だより」を
スマートフォンで読むことができます。

（※別途通信料が掛かります。）利 用 方 法
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